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集
金
業
務

に
携
わ

っ
て
田
島
　̈
一得
二

集
金
の
仕
事

の
お
話
を
い
た
だ
い

た
の
は
二
年
程
前
で
す
。
は
じ
め
は
、

現
金
を
扱
う
こ
と
、
お
客
様
か
ら
お
金

を
い
た
だ
く
こ
と
に
躊
躇
し
ま
し
た

が
、
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
、

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
集
金
に
伺
う

と
、
お
客
様
の
中
に
は

一
人
で
留
守
番

を
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
多
く

「き

れ
い
に
な

っ
て
良
か
つ
た
よ
、
助
か
り

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
支
払
い
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
の
会
員

の
皆
様
が
親
切
で
丁
寧
な
仕
事
を
し

て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

支
払
い
は
銀
行
振
込
み
が
良

い
の

で
す
が
、
上ヽ返
く
ま
で
出
掛
け
ら
れ
な
い

人
、
振
込
み
が
出
来
な
い
人
も
多
く
、

セ
ン
タ
ー
に
と

つ
て
集
金
の
仕
事
は

必
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
野
町
に
住
ん
で
い
て
、
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
の
話

を
聞
き
な
が
ら
少
し
ず

つ
分
か

つ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
お
客

様
と
触
れ
合
い
、
少
し
で
も
地
域
に
貢

献
出
来
る
様
、
頑
張

つ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
生
荘

屋
内
外
の
清
掃

口
整
備

平
成

２９
年

１２
月
２．
日

（木
）
、
会
員

等

５６
名
が
参
加
し
て
皆
野
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
長
生
荘
内
外
の
清
掃
、
各

種
作
業
小
屋

（襖
障
子
張
り

。
正
月
飾

り
作
り

。
機
械
置
き
場
等
）
の
清
掃
、

側
溝
の
土
砂
さ
ら
い
、
植
木
の
刈
込
み
、

長
生
荘
バ
ス
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク

・
業
務

用
乗
用
車
の
清
掃
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
作
業
前
に
、
皆
野
町
の
保
健
師

に
よ
る
健
康
講
話
を
受
講
。
作
業
後
は

揃

っ
て
昼
食
を
頂
き
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

長
生
荘
内
外
の
清
掃

・
整
備
は
、
平

成
４
年
の
高
齢
者
事
業
団
発
足
当
初

か
ら
毎
年
行

っ
て
い
る
恒
例
行
事
で

す
。
会
員
自
身
の
自
宅
の
仕
事
が
忙
し

い
時
期
に
も
拘
わ
ら
ず
、
毎
年
大
勢
の

会
員
等
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

こんな作業も請負います′′  事務局までお気軽にご相談ください。
[畑の耕運作業]遊休農地の解消や野菜作りをしたいが畑の耕運が大変だ。

そんな方のために、乗用 トラクターによる畑の耕運作業も請負います。

[福祉有償移送サービス]介助を必要とし、単独で公共交通機関を利用することが困難

な方。

福祉車両 (回転シー ト車・車椅子車)で医療機関等へ送迎します。

*送迎対象者 :。 身体障害者・要介護認定者 。要支援認定者

(利用者としての会員登録が必要です。)

の高年齢者に、そのライフスタイルに合わせた

を提供するとともに、ボランテイア活動をはじ

者の健康で生きがいのある生活の実現と、地域
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